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概要

個室の浴室はユニットバス形式で、深い浴槽とトイレがあり、洗面台がついているが、移動に有効な手すりなどがな

い。入院患者がトイレを使用後にバランスを崩して浴槽へ転落しそうになった。

要因

20年以上前のホテルのユニットバス形式で浴槽が深いタイプのため、入浴できる対象者が限定され、また療養環境と

しての手すりの設置がない。浴槽の蓋が設置されておらず転落の危険がある。

対策

浴槽の蓋を設置した。

発生内容

個室のユニットバス形式のトイレで、バランスを崩し、捕まるところがなく床に転倒した。

事例番号１３３

無

Ｃ. 不適切な環境設定・維持管理不足に

よるリスク

関連したもの

浴槽

物的環境に関連するインシデント・アクシデント事例

2017−

風呂釜蓋あり138

風呂釜蓋なし


